




















m 研究のまとめ

本研究の保育実践を通して，下記のようなことが明らかになってきた。

0 次のグラフは，年長児4月から6月に「泥だんご作りJを行った幼児の人数の変化である。教師が

環境構成を工夫することで，遊びにかかわる幼児の人数が変化し，幼児自身が新たな遊びの環境を見

つけることにつながった。幼児が自ら遊びを見つけ，新しい遊びに挑戦したり，繰り返し楽しんだり

することで， 一つの遊びを長い期間継続して遊び続け，そのことを通して友達とのかかわりを広げる

ことができたと言える。 亡コ教師の環境構成

遊びにかかわる幼児の人数の変化 C二コ幼児柑ら見つけた環境
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4月16日 4月23日 4月30日 5月7日 5月14日 5月21日 5月28日 6月4日

0 また，幼児の遊びと密接な関係にあるのが教師の意識である。次のグラフは．環境構成の工夫に

関する教師の意識の変容を表している。教師は，幼児の遊びの姿を予想し，どのような活動の場が

必要なのか，また教師間でどのように連携すればより遊びが発展していくのか，少しずつ計画 ・実

践できるようになってきたと言える。

環境構成の工夫に関する教師の意識の変容

【従来の環境構成】

．幼児理解の不足

・環境の認識不足

．昨年と同じ内容

・交流できない場

．有効な援助なし
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．幼児の実態把握
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－圏内環境の熟知

・環境の構成再構成 1
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【変容後の環境構成】
．幼児をよく見る

・圏内環境の活用

．再構成の実施

・異年齢交流増加

．密な教師間連携
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く今後の研究の課題＞

0 幼児の興味・関心に即した遊びの環境をさらに工夫すること

0 教師聞の連携を密にし，幼児の姿や思い，願いの捉え方，援助のタイミングを共通理解すること
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